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研究成果の概要（和文）：本研究は、人口の高齢化と医療支川をめぐるredheTring仮説（医療
文U｣の増加に対するI苛齢化とlZil説の妥当性）について､検討を行うものである。まず、OECD加盟
３０カ国を対象としたマクロレベルのパネルデータセットを新たに構築し、それに基づきさまざ
まな推定方法や定式化のＦで実証分析を行った。その結果、高齢化の殿代理変数はほとんどのケ
ースで有意に正であった。このことから、多くのミクロ実証分析で示唆されるＲｅｄＨｅｒｒｉｎｇ仮
説は、本研究のようなマクロ分析では妥当性を持たないことが明らかとなった。

{ﾘﾄ究成果の概要（英文）：TllisreseaTchprojGcIcxaⅢillestherodhelTinghyl]oⅡIesis
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かにファイナンスしていくかは２１１１１Ａ組にお

けるⅡｲ政問題の中核」と位潰づけているほど

魂嘆な論点となっている。その１、煙ＩＪｌ１は具体

的にデータを見てみると一層鮮lⅢなものと

なる。たとえば「対GDP比医療支１１{」と「高

齢化率（総人ｎに占める高齢者人１１の?;１１合)」
のデータを粒べて観察すると、多くの先進匡

１．研究開始当初の背肢

多くの先進'。では、イ|:会保l1FIf関連支出の中

でも、特に医療支出をめぐる動向に高い関心
が寄せられている。経済成長理論の分野で著

名なチャールズＬジョーンズ教授も２００８

年に初版が出版されたマクロ経済学のテキ
ストブックの中で、「墹川1する医療支出をい
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療支出に対して統計的に有意な影響を及ぼ

さないことが示される。つまり、マクロの文

脈でもRedHerring仮説の主張は適切である
ということになるのである。

【注】ここで取り上げた諸文献については、

細谷圭（2010）「医療丈ＩＨと高齢化に関する

RedHerring仮説の検討一マクロデータによ
るアプローチ｣、『東北学院大学経済学論集』

（東北学院大学学術研究会）、ＮＣ」74、

pp59-84の参考文献リストを参照していた
だきたい。なお、以下の項目についても同様
である。

（たとえばG8)で医療支出割合の増加トレン

ドと歩調をあわせるかたちで高齢化も進展
している様子が見てとれる。こうした状況を

ふまえ、少なくとも一般的な見解として、高

齢化は医療支出を増加させる最重要の要|犬１
であると考えられている。このことが正しい

とすると、政策的には困難な状況に直|H｢せざ

るを得ない。つまり、（少なくとも短期では）

コントロールの難しい人口構造が不可避的

に医療支出に影響するため、医療支出の膨張

を抑えるために採り得る政策的処方雲は非

常に限定されてしまうのである。

他方、このような「高齢化主脚説」に関し

て、医療経済学の諸研究は否定的な結果を導

き出してきた｡２０００年前後から本格化してく

るミクロデータを使用した多くの分析によ

れば医療支出の増加にとって鍵になるのは↑

個々人の死亡時点への近接性（proximityto
doalh）であることが指摘されている（この

種の分析のⅡ嵩矢としてZWeifele／Ｊ１Ｕ９９９）

がある)。先に指摘したような一般的言説と

こうしたアカデミックな帰結との食い違い

をZweifelらは捉えて、医療費膨張の原因を

高齢化のみに帰すことは危険であり、それは

redllerringな言説であると指摘する（Red

Herring仮説)。

その後、RedHerring仮説はさまざまなか
たちで検証されるようになる。Zwcfclらの貢

献を始めとしてｗ仮説を支持する研究が存在

する一方で(たとえば､WerbloweJ“（2007）

やZweifclcm/：（2004)）、少数ながらおも

に計量経済学的方法論の立場から結果の脆

弱性を指摘する否定的な研究も登場するよ

うになった（たとえば、SalasandRaflery

(2001)やSeshamaniandGray（2004)）。

我々が特に関心を寄せるのは､OECDHcalth

Dataを始めとしたマクロデータを利用した

場合である｡マクロデータの下でRedHerring
)仮説の征否はどうなるのであろうか。マクロ

データ分析では当然ながら死亡時点への近

接性はコントロール不可能であり、また測定

誤差（measuremcntcrror）の問題もあるこ

とから、ミクロデータ分析との直接的な比較

は困難である。よって、直接的にRcdHorring
仮説の検証を行っている研究はほとんど存

在しない。しかしながら実証結果の一部か

ら示唆が得られる字,のはいくつか存在し、代
表的なものとしてBaTros（1998)、HerwarIz

andThcilcn（2003）、そしてBallagian〔i
1loscone(2010)などが挙げられる。しばしば

当該分野で言及されるBarros（1998)によれ

ば、マクロデータの下でもミクロデータの場
合と同様に人口の高齢化が（１人当たり）医

２．研究の目的

本研究の曰的は、Zwcifelel〃１（1999）

などの一連のミクロ実証研究が提起してい

るRedHerTing仮説の問題を集計されたマク

ロデータを用いて多角的に検証を行うこと

にある。ミクロデータからの主たるメッセー

ジ（仮説は妥当であるとの見解）は非常に重

要であるが、やはり医療支出の問題を議論す

る際にはマクロの視点は不可欠であると考

えられる。すなわち、医療支出の多寡が結果

として影響を及ぼすのは、一国の社会保障制
度でありマクロ経済だからである。であるか

らこそ、先のジョーンズ教授が指摘している

ように、医療支出をめぐる動向が２１世紀の

財政問題の主要な懸案事項になるのである。

仮説の正否の検証に当たって、本研究が追

加的に重要視するのは医療技術の進歩・普及

の問題である。たとえばNewllolIse（1992)の

指摘に見られるように、医療経済学の分野で

は、医療技術の進展が医療支出に大きく影響

を与えると考えられている。こうした技術的

要因を加味した場合に、もちろんそれ自体の

推定結果も重要であるが、ＲｅｄHer｢ing仮説

の適切性を判断する変数や他の重要な変数

にいかなる影響が及ぶのかという点も興味
深い論点となる。

３．研究の方法

研究計両を円滑に遂行していくために、研

究初年度（平成２０年度）は、実証分析の礎
となるデータセットの構築をおもに行った。

データの問題から、いくつか計画の修正を迫

られたものの、結果的に次のような概要のク

ロスカントリー・パネルデータセットを作成

した。

対象1コ数：３０力に｜

対象期間：1970～2006年

変数の数：２０変数

おもなソース：OECDHeallhDaIa、WorId

Developmeiltlndicators



んどのケースにおいて統計的に有意にプラ

スであった。よって、医療経済学者のコンセ
ンサスとなっている費用逓増的な技術進歩

により医療支出が増加するという特徴が本

研究においても確認された。また、技術の要
因を考慮しても、人、の高齢化の有意性に変

化は見られなかった。

最後に、他の変数の結果について、特徴的
な点に言及しておきたい。１人当たりGDPは、
しばしば指摘されるように、隆療支出への重

要な影響要因であった。推定された所得弾力
性の値はｌを下回るケースが人半であり、医

療サービスが必需性を持つ財・サービスであ
ることがここでも確認された。また、女性の

労働参加率及び失業率の高まりは、医療支出
を増加させる結果となった。前者ついては、

労働参加の高まりが家計所得を増やし、その

ことが医療支川に影響するものと解釈でき、

大変興味深い。後者はマクロ経済環境の悪化

が医療支出にも間接的に影響することの証
左であり、マクロ経済政策を考える上で重要

な結果である。さらには、人、密度の高まり、
換言すれば都市化の進腱が医療費を引きF

げる効果を持つことが分かった。これの意味

するところの解釈は難しいが、公衆衛生の改

善の所産と見ることができるかもしれない

（符号が逆のケースもあり、さらに精綴な分
析が必要である)。

研究成果から最も強調したい事柄は、Red

Herril1g仮説の妥当性については、ミクロ、

マクロの両側面から今後も慎重な分析が求
められるということである。とりわけ、近年

において、集計されたマクロデータの下で当

該の問題に焦点を当てた研究はほとんどな

く、国際的な観点からも貴重な知見を得るこ
とができたと考えられる。

なお，本研究プロジェクトと密接に関係す

る論文として、同研究期間において以下の論

文も執筆したことを付記しておく。

○"RolesofeducationalandhealtbhumaI1

capitalaccumulatlonineconomic厚owIh.．
（国際学術雑誌に投稿中）

これをオリジナルとして、Ilijl別テーマに相

応しいサブ・サンプルをいくつか作り、実際
の実証分析に使用した。
過去に行われた私自身の研究から、Red

Herring仮説の検証に際しては、サンプル期
間の設定が影響する可能性を確認していた。

つまり、筒齢化の進展が顕著になる時期をサ

ンプルに多く含めた場合、人口の高齢化が医

療費高騰の有力な説明要因になる可能性が

ある(RedHerring仮説の棄却)。したがって、
このことを考慮して、プロジェクト全体では
pqつのサンプル期間ごとに推定を行った（①

1970～2006年、②1980～2006年、③]985～
2006年、④1990～2006年)。時系列方向と横
断面方向のデータ数、データの不完備度、ま
た変数のバリエーションも考慮したため、①
から④のサンプル期間の推定において採用
する国の数や変数の数にはバラツキがある。

加えて、先に述べた医療技術進歩について

も直接的な代理変数と間接的な代理変数（タ

イム卜しンド）を考慮して推定作業を行った。

本来であれば、直接的な代理変数の動向がさ
しあたって重要なのだが、データ数の問題か

らその推定結果は全体として満足のいくも
のとはならなかった。このことから、次善の

策として、間接的な代理変数によって医療技
術進歩の影響の検証を試みることにした。

４．研究成果

今３ヵ年にわたる研究の成果は、現時点で
次の２本の論文に集約されている。

○｢医療支出と高齢化に関するRedHerring
仮説の検討一マクロデータによるアプロ

ーチ」（『東北学院大学経済学論集』第174

号に掲載）

○:`RcconsideringtheTedherringhypothesis・
concerningagingandhcalthexpenditure9.（|副
際学術雑誌に投稿中）

研究結果の主要なポイントは以下のよう

にまとめることができる。まず、医療支出に

対して統計的に影響ﾉjが認められる要因リ

ストの中に、人口の高齢化も含まれることが

判明した。このことから、少なくとも今何の

マクロデータに依拠した実証研究の範囲で
は、多くの先行研究(特にミクロデータ分析）

で示唆されるＲｅｄＨｅｌＴｉｎｇ仮説は妥当性を持

たないと考えられる。この結果は政策的にも
重要な含意をもたらすが、仮説に肯定的な研

究の存在もふまえると、医療支出と高齢化の

関係性については今後も多角的なアプロー

チにより継続的な観察と分析が必要である。

次に、医療技術進歩のインパクトについて

であるが、その代理変数の係数推定値はほと
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